
研究計画書 
所属ゼミ名：○○ゼミ 

学籍番号：22MC○○○ 
氏名：△△△△ 

（タイトル） 
ex. ■■理論に基づく●●を対象とした▲的研究​
ex. ○○が××に与える影響 
ex. なぜ、□□は△△になったのか？​
 
（概要） 
①背景（3～4行）：なぜ、この研究をするのか？ 
…「（1）本研究の学術的背景、研究課題の核心をなす学術的『問い』」の要約 
②目的（2～3行）：この研究で何を明らかにするのか 
…「（4）本研究で何をどのように、どこまで明らかにしようとするのか」の要約 
③展開（2行）：この研究で明らかになることは、何が面白く・役に立つのか？ 
…「（2）本研究の目的および学術的独自性と創造性」における学術的独自性と創造性の要約 
 
（本文） 
(1)本研究の学術的背景、研究課題の核心をなす学術的「問い」 
①本研究で用いる理論や概念の定義や特徴 
②先行研究で指摘されている課題 
③本研究で研究したいと考えている課題 
④本研究の研究課題 
⑤（用意ができれば）研究課題の関係図 

 
 (2)本研究の目的および学術的独自性と創造性 
①本研究の目的および調査内容の概要（操作化した中身の説明） 
②研究を通じた実践的貢献（研究を通じてわかることが社会のどんなことに役立つのか？） 
 
(3)本研究の着想に至った経緯や、関連する国内外の研究動向と本研究の位置づけ 
①社会で起きている問題や自身の研究関心 
②自分が依拠する先行研究で指摘されている課題（（1）②とほぼ同じ内容） 
③本研究の目的と研究を通じた理論的貢献（研究を通じてわかることが先行研究におけるどんな​
課題を乗り越えることができるか？ or 先行研究には新しさがあるか？） 
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(4)本研究で何をどのように、どこまで明らかにしようとするのか 
①計画の概要（2行） 
②研究方法の詳細（5～6行） 
（1）調査対象 
（2）調査設計 
（3）分析方法 
（4）研究成果の発信方法（雑誌論文化する場合：修士論文のみの場合は不要） 
③ロードマップやスケジュールの図表 
④研究が当初の計画どおりに進まない時の対応 
 
(5)本研究の目的を達成するための準備状況（以下の内容は一例） 
①文献のレビュー状況 
②調査対象や協力者の見込み 
③分析方法に関する知識 
④指導教員だけでなく、他の教員との研究相談の可否 
⑤（すでに調査を始めていれば）予備的なデータや結果が得られていること 
 
引用文献｜APAスタイルです。分野で記載方法が違いますので、指導教官に聞いてください。 
【日本語文献】 
・有光興記 (2020).『自分を思いやる練習：ストレスに強くなり、やさしさに包まれる習慣』朝日新聞出版. 
・小塩真司 (2011).「誇大性と過敏性」小塩真司・川崎直樹 (編著)『自己愛の心理学―概念・測定・パーソ
ナリティ・対人関係―』金子書房 pp. 88-97. 

・有光興記 (2014).「セルフ・コンパッション尺度日本語版の作成と信頼性, 妥当性の検討」『心理学研究』
85, 50-59. 

・宮川裕基・谷口淳一 (2016).「セルフコンパッション研究のこれまでの知見と今後の課題－困難な事態に
おける苦痛の緩和と自己向上志向性に注目して－」『帝塚山大学心理学部紀要』5, 79-88. 

【英語文献】 
・Hayes, A. F. (2013). Introduction to mediation, moderation, and conditional process analysis: A 

regression-based approach. New York, NY: Guilford. 
・Deci, E. L., & Ryan, R. M. (1995). Human autonomy: The basis for true self-esteem. In M. H. Kernis 

(Ed.), Efficacy, agency, and self-esteem. New York: Plenum Press. pp. 31-49. 
・Neff, K. (2003). Self-compassion: An alternative conceptualization of a healthy attitude toward oneself. 

Self and identity, 2(2), 85-101. 
・Dodson, S. J., & Heng, Y. T. (2022). Self‐compassion in organizations: A review and future research 

agenda. Journal of Organizational Behavior, 43(2), 168-196. 
 

以上の内容を4ページ以内にまとめてください。それ以上はダメです。 

2 / 4 


	研究計画書 
	（タイトル） 
	（概要） 
	①背景（3～4行）：なぜ、この研究をするのか？ 
	②目的（2～3行）：この研究で何を明らかにするのか 
	③展開（2行）：この研究で明らかになることは、何が面白く・役に立つのか？ 

	（本文） 
	(1)本研究の学術的背景、研究課題の核心をなす学術的「問い」 
	 (2)本研究の目的および学術的独自性と創造性 
	(3)本研究の着想に至った経緯や、関連する国内外の研究動向と本研究の位置づけ 
	(4)本研究で何をどのように、どこまで明らかにしようとするのか 
	(5)本研究の目的を達成するための準備状況（以下の内容は一例） 


